




糸球体症変の病型,terminology などについて必ずしも統一的見解は得られて

居らず,またネフローゼ症候群(ネ症)の糸球体症変についても経時的追跡によ

る病像の推移,疾患概念の独立性に対する疑義境界領域に位すると考へられる

疾患などの問題も提起されて居る。

第一に膜性腎症の経時的生検例より形態学的検討を行い,第二に微小変化と巣

状糸球体症変を取り上げた。


